
８
No.393
２０２４

塩田小創立１５０周年記念

とき：９月２１日（土）（雨天順延）　　ところ：塩田小学校グラウンド
開会式　９：３０　　閉会式　１3：30
（大人参加競技）
・　綱引き　・　ホールインワンをめざして　・  くす玉割り
・  みんなで踊ろう！やまと音頭

・  まさかバー
・  健康でいたい　など

平成５年頃
昭和45年頃

平平



東
京
都
葛
飾
区
在
住

大
迫  

景
子
（
旧
姓 

林
）

平
成
３
年
度
卒
（
十
王
）

　

昭
和
61
年
、
私
は
塩
田

小
学
校
に
入
学
し
ま
し

た
。
当
時
は
木
造
校
舎
で
講
堂
と
呼
ば
れ
る
建

物
が
あ
り
ま
し
た
。
４
年
生
の
時
に
現
在
の
校

舎
、６
年
生
の
時
に
体
育
館
が
完
成
し
た
の
で
、

新
旧
ど
ち
ら
の
建
物
に
も
思
い
出
が
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
し
て
30
年
以
上
経
ち
ま
す
が
、
木
造
校

舎
の
木
の
匂
い
や
畳
の
敷
か
れ
た
図
書
室
か
ら

見
た
石
城
山
の
景
色
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
と
い
う

部
屋
が
あ
っ
た
な
ぁ
と
か
、
と
ん
が
り
屋
根
の

時
計
台
が
あ
っ
た
な
ぁ
と
か
、
今
で
も
は
っ
き

り
と
思
い
出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

新
校
舎
に
な
っ
て
か
ら
は
全
て
が
新
鮮
で
し

た
。
最
新
の
設
備
に
触
れ
る
の
が
楽
し
く
て
、

放
送
委
員
会
の
活
動
は
毎
回
ワ
ク
ワ
ク
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
時
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
の
学
校
は
珍
し
く
、
６
年
生
の
時
に

お
泊
り
会
を
し
た
こ
と
も
懐
か
し
い
思
い
出
で

す
。

　

小
学
校
生
活
で
特
に
好
き
だ
っ
た
行
事
は
、

秋
の
大
運
動
会
で
す
。
高
学
年
に
な
る
と
鼓
笛

を
し
た
り
、
一
輪
車
に
乗
っ
た
り
、
応
援
合
戦

で
組
を
ま
と
め
た
り
・
・
・
。
練
習
が
忙
し
く

大
変
だ
っ
た
分
、
達
成
感
や
や
り
甲
斐
を
た
く

さ
ん
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
冬
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
嫌
い

な
行
事
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
し
た
が
、
走
り
終
え

た
後
、
保
護
者
の
方
々
が
用
意
し
て
く
だ
さ
っ

た
豚
汁
を
い
た
だ
く
の
が
楽
し
み
で
、
毎
年
頑

張
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
石
城
太
鼓
、
遠
足
、
盆
踊
り
の
仮

装
、
夏
休
み
の
プ
ー
ル
、
学
芸
会
、
ど
ん
ど
焼

き
、
ミ
ニ
バ
ス
、
ベ
ル
ち
ゃ
ん
マ
ー
ク
の
牛
乳
、

皆
で
集
め
た
ベ
ル
マ
ー
ク
。
思
い
出
は
数
え
切

れ
ま
せ
ん
が
、
全
て
が
私
の
宝
物
で
す
。

　

現
在
は
塩
田
を
離
れ
て
い
る
の
で
、
帰
省
し

た
際
に
学
校
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
後
輩
た
ち
の

賑
や
か
な
声
に
い
つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
今
後
は
、
そ
の
声
も
「
か
ね
鳴
る

ら
ん
ら
ん
塩
田
校
」
の
校
歌
も
、聞
け
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
ね
。
と
て
も
寂
し
く
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。

　

１
５
０
年
も
の
間
、
子
ど
も
達
を
見
守
り
育

み
続
け
て
く
れ
た

塩
田
小
学
校
に
改

め
て
感
謝
と
敬
意

を
表
し
、
卒
業
生
・

在
校
生
ひ
と
り
ひ

と
り
の
心
の
中
に
、

塩
田
小
で
の
学
び

が
生
き
続
け
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

閉
校
に
寄
せ
て

閉
校
に
寄
せ
て（
塩
田
小
学
校
の
思
い
出
）

（
塩
田
小
学
校
の
思
い
出
）

（瀬戸の不動尊）
　その昔、入野と佐田の間の瀬戸は道幅も狭く、通
行の難所となっていた。
　夜ともなると、狐が出没し人々に悪さをした。そ
こで、塩田の富八と言う人が、今から約190年前
の天保６年に不動明王を建立して守護神にし、今も
大切にお祀りされている。

（十王道祖神）
　道祖神は、村境、峠などの路傍にあって、境を護り悪
霊を入れない、旅にさえぎのない安全を守る神である。
通称、塞の神（さえのかみ、さいのかみ）と呼ばれている。
　道祖神には、いろいろな姿があるが、十王の道祖神は
自然石で説明がないと見逃してしまう。

予定コース

①	十王道祖神
②	市畑薬師如来
③	耳神社
④	入野の行者社
⑤	専修院
⑥	京女郎の墓
⑦	牛守社
⑧	瀬戸の不動尊

『しおた里道ウォーク』 （10 月 19 日（土））開催予定
詳細は改めてご案内いたします。

石仏等史跡めぐりの後は、地産地消の猪
しし

鍋
なべ

で秋を満喫‼
地域・内外からたくさんのご参加お待ちしております。

お知らせ

鹿ノ石

入野
十王

①

② ③
④ ⑤

⑥ ⑦

⑧



　平成７年３月末で、塩田小学校は閉校となり、新
たに現在の岩田小・三輪小・塩田小・束荷小が統合
され「大和小学校」となります。「大和」には「大き
く和する」という意味があります。新たな小学校も、
４校が協調し、大きく羽ばたいて欲しいと願ってい
ます。

塩田小学校創立　　　 周年塩田小学校創立　　　 周年
記念事業のお知らせ記念事業のお知らせ

150150

塩田小学校創立150周年記念事業実行委員会

塩田小学校創立150周年記念ふれあい運動会
○ 期日　令和６年９月 21 日（土）（雨天順延）

○ 時間　９：30 ～ 14：00
　 ※５年ぶりの昼食休憩を挟んでの運動会！
○ 場所　塩田小学校運動場
○ 目玉イベント
　 ◆オープニングアクト「石城太鼓」
　 ◆ 150 周年記念バルーンリリース
　 ◆ 150 周年記念くす玉割り

塩田小学校創立150 周年を祝う集い
○ 期日　令和６年 11 月 24 日（日）
○ 時間　８：45 ～ 10：30
　 ※塩田ふれあい祭りの前に開催します！
○ 場所　塩田小学校体育館
○ 内容
　 ◆第１部　記念式典
　 ◆第２部　学習発表

子どもたちが、塩田のひと・もの・ことか
ら学んだことなどを発表します。

　 ◆第３部　石城太鼓「時を越えて」
小中学生チーム、大人チームが入り交じっ
て、過去から現在へ、現在から未来へと受
け継ぐ石城太鼓を演奏します。

　子どもたち、保護者・地域の皆さん、
教職員のオール塩田で 150 周年、そ
して塩田小最後の運動会を一緒に楽
しみましょう。

　150 周年を一緒にお祝いするととも
に、塩田のよさが形を変えながらも未
来へ継承されていくよう、すてきな集
いにしたいと思います。

【お願い】　９月８日（日）の運動会前環境整備の後に、記念
クリアファイル作成のため、ドローンによる校舎空撮（校舎
のみ）を行います。当日10：00 ～12：00 の間、塩田コミュ
ニティーセンター臨時駐車場は使えませんので、あらかじめ
ご承知おきください。

「旧大和町名」の由来

昭和 18 年、太平洋戦争の最中、岩田・三輪・塩田・
束荷の４ヵ村が合併して、大和村が発足した。
当時としては珍しく村名を公募して関心は高
かった。多数の応募の中から厳正に審査の結果、
藤本一郎氏（当時大島郡安下庄在住）の「大和村」
が選ばれた。

「大和」は「大きく和する」の意味からという。
そして、昭和 46 年「大和町」に制定された。

新聞記事提供者：安冨  洋文氏（佐田中）

塩田ふれあいまつり
作品等募集します‼

作品：絵画・写真・生花・トールペイント・
　　　編物・小物・書他
ステージ出演：楽器演奏・体操等
個人・サークル等どなたでもオッケイです。

野菜出品

バザー（遊休品）

地域の交流を深めることを目的に塩田
ふれあいまつりを開催します。
日頃の成果を皆様に是非発表してくだ
さい。多くの皆様のご参加・ご出品を

お待ちしております。
【塩田ふれあいまつり実行委員会】

＜問い合わせ先＞　塩田コミュニティセンター
TEL　０８２０－４８－２６０２
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編
集
後
記

　
８
月
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
勢
の
活
躍
や
、
暑
さ

に
負
け
ず
咲
き
誇
っ
て
い
る
ヒ
マ
ワ
リ
の
花

に
元
気
を
も
ら
い
つ
つ
、
私
は
眠
気
と
戦
い

な
が
ら
今
月
号
も
バ
タ
バ
タ
・
・
・
。
何
と

か
締
切
日
に
間
に
合
い
ま
し
た
。

　
謀
テ
レ
ビ
番
組
で「
へ
～
そ
う
な
ん
じ
ゃ
」

と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。　
「
旧

大
和
町
」
の
町
名
由
来
を
目
に
し
て
「
へ
～

そ
ん
な
ん
じ
ゃ
」と
思
い
記
事
に
し
ま
し
た
。

　
９
月
は
運
動
会
が
あ
り
ま
す
。
食
事
・
運

動
・
睡
眠
を
十
分
取
っ
て
元
気
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

（
も
り
や
す
）

８月～９月塩田コミュニティセンター使用予定表
（８月９日現在）

 　

平
素
は
、
地
区
社
協
の
事
業
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
般
の
社
協
会
費
、
日
赤
会
費
へ
の

ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
、
重

ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度　
光
市
社
会
福
祉
協
議
会
塩
田
地
区
の
会
費
報
告

　
　
総
額　
９
２
，
0
０
０
円

　
　
（
内
訳　
一
般
会
員
２
７
０
人
、
賛
助
会
員
11
人
）

賛
助
会
員
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

一
般
会
員
の
中
で
特
に
本
会
の
活
動
趣
旨
に
ご
理
解
・
ご
賛
同
い
た

だ
き
賛
助
会
員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。

神
田　

英
俊　
　

山
本　

光
正　
　

松
浦　
　

一　
　

坪
根
み
さ
ほ

山
形　

惠
則　
　

吉
村　

陽
子　
　

森
本　
　

宏　
　

森
安
さ
か
え

田
中　

道
治　
　

間
鍋
美
智
子　
　

山
本
智
恵
美

　

本
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
心
温
ま
る
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
善

意
を
塩
田
地
区
の
社
会
福
祉
推
進
に
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
令
和
6
年
4
月
11
日
よ
り
令
和
6
年
7
月
31
日
ま
で
）

香
典
寄
付

佐
田
下　
　

大
田　
　

剛　

様　
　

ご
母
堂　
　

ス
ミ
エ　

様

入　

野　
　

重
近　

早
苗　

様　
　

ご
夫
君　
　
　

俊
幸　

様

だ
よ

田
社

塩塩
田
社
協
だ
よ
りり

塩
田
社
協
だ
よ
り

ご
寄
ご
寄
付付

令
和
６
年
度　
赤
十
字
会
員
増
強
運
動
月
間
塩
田
地
区
会
費
報
告

　
　
総
額　
１
３
８
，
０
０
０
円

　
　
（
内
訳　
一
般
会
員
２
７
０
人
）

　

赤
十
字
法
人
会
員

　
（
有
）
大
和
清
掃
興
業

８月 サークル等使用予定 行　　　事
25 日
26 月 休館日

27 火 健康体操
太極拳愛好会

28 水 彩友書道教室
バニーズ

29 木
30 金 パソコン倶楽部 人権学習講座
31 土 塩田邦楽の会
９月
1 日 あじさい会
2 月 休館日

3 火 太極拳愛好会
健康体操

4 水
5 木
6 金 パソコン倶楽部

7 土 竹清会
塩田邦楽の会

8 日 塩田小清掃作業
9 月 休館日

10 火
お花を楽しむ会
太極拳愛好会
健康体操

11 水 俳句いろは会
編物教室

12 木 いきいきサロン

13 金
パソコン倶楽部
いきいきサロン
生花教室

あいさつ運動

14 土 竹清会
15 日 あじさい会
16 月 休館日

17 火 太極拳愛好会
健康体操

18 水 編物教室
19 木
20 金 パソコン倶楽部
21 土 塩田邦楽の会 塩田小ふれあい運動会
22 日
23 月 休館日

24 火
お花を楽しむ会
太極拳愛好会
健康体操

25 水


